
１　事業の目的１　事業の目的１　事業の目的１　事業の目的

　　　　　　　　具体的な数値で表すと（対象指標）

３　事業コスト３　事業コスト３　事業コスト３　事業コスト

４　事業に対する市民や議会の意見４　事業に対する市民や議会の意見４　事業に対する市民や議会の意見４　事業に対する市民や議会の意見

175,831

206,213

意図

対象を

どう変

えるか

予防接種の接種機会の安定的確保と、接種対象者に対する接種の勧奨

22年度予算額

36,298
特定財

源内

訳、補

足事項

(県)新型インフルエンザワクチン接種費用軽減事業補助金（3/4） 1,323千

円

子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進臨時特例交付金（1/2） 34,975千円

22年度決算額 23年度予算額

政　　策 保健課

高齢者予防接種対象者(通知を送付した数)

課等名

施　　策

事業の目

的は「対

象」を「意

図」した状

態にする

ことです

対象

誰、何

に

法定集団接種の対象者(通知を送付した数)

「21年度決算額」が予算科目「21決算

額」合計と相違

392,778

265,589169,915

平成22年度事務事業実績及び前期4年間取組評価表平成22年度事務事業実績及び前期4年間取組評価表平成22年度事務事業実績及び前期4年間取組評価表平成22年度事務事業実績及び前期4年間取組評価表

予算科目

予防接種事業

会計 一般会計

事務事業名

4-1-2-14-1

事業No. 施策順№247

市内に住民登録のある接種対象年齢の乳幼児及び就学児童

19年度

開始31 心と体の健康づくり 事業期間

23年度　20年度 21年度 22年度

政策･その他
事業種別

終了

30000

28803780 4283 4000

29984 29935

22年度の目標達成度

に対する振り返り

【政策的事業のみ評

価】

高齢者予防接種は、インフルエンザへの関心が高く、接種率も高くなった。

目標達成

度

22年度

目標

22年度

実績

23年度

目標

20年度

実績

19年度

実績

活動量・単位

88.9 100

92.5%

89.3%

69.5%

Ｂ

93.2

69.6 70

事業内容

68.1 66.3

名称

２　手段（具体的な取り組み内容）２　手段（具体的な取り組み内容）２　手段（具体的な取り組み内容）２　手段（具体的な取り組み内容）

事業の制度

（仕組み）説明

１予防接種法並びに感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（旧結核予防法）による予防接種の実施

　対象：乳幼児、就学児童、中学１年生（平成20～24年度）、高校３年生（平成20～24年度）、65歳以上

　予防接種：ポリオ、BCG、三種混合、MR混合（麻しん、風しん）、麻しん、風しん、日本脳炎、二種混合、インフルエンザ

２子宮頸がん等ワクチン接種促進事業による予防接種の実施（平成23年１月11日～平成24年度）

　対象：乳幼児、中学１年生～高校１年生の女子

22年度

事業内容

法定予防接種の中の集団接種

通知発送対象者における接種

率

（９）高校生予防接種率

（１０）高齢者予防接種率

　予防接種法、感染症の予防及び感染症の患者に関する法律による、予防接種の実施

　対象者に個別通知を郵送、あるいは学校を通じて配布

　予防接種情報管理システムにより、管理体制を整備

　（１）集団接種：ポリオ（４月、１０月）

　（２）個別接種：BCG（通年）

　（３）個別接種：三種混合（通年）

　（４）個別接種：MR混合（通年）

　（５）個別接種：麻しん、風しん単独（通年）

　（６）個別接種：日本脳炎（通年）　※３歳児に対する一期の積極的勧奨再開

　（７）集団接種（小学４年）：二種混合（９月）

　（８）集団接種（中学１年）：MR混合（４～６月）

　（９）個別接種（高校３年）：MR混合（通年）

　（10）高齢者予防接種：インフルエンザ

　（11）新型インフルエンザ予防接種

　（12）子宮頸がん予防ワクチン接種【新規】　　中学１年生～高校１年生の女子を対象

　（13）ヒブ、小児用肺炎球菌ワクチン接種【新規】　　５歳未満

法定予防接種の中の集団接種

通知発送対象者における接種

率

（９）高校生予防接種率

（10）高齢者予防接種率

23年度

実施計画

　予防接種法、感染症の予防及び感染症の患者に関する法律による、予防接種の実施

　対象者に個別通知を郵送、あるいは学校を通じて配布

　予防接種情報管理システムにより、管理体制を整備

　（１）集団接種：ポリオ（４月、１０月）

　（２）個別接種：BCG（通年）

　（３）個別接種：三種混合（通年）

　（４）個別接種：MR混合（通年）

　（５）個別接種：麻しん、風しん単独（通年）

　（６）個別接種：日本脳炎（通年）※３～４歳児に対し一期（３回）積極的勧奨、小４・小５に対し一

期不足分の接種勧奨

　（７）集団接種（小学４年）：二種混合（９月）

　（８）集団接種（中学１年）：MR混合（４～６月）

　（９）個別接種（高校３年）：MR混合（通年）

　（１０）高齢者予防接種：インフルエンザ（季節性・A/H1N1）

　（１１）子宮頸がん予防ワクチン接種　　中学１年生～高校１年生（一部高校２年生）の女子を対象

　（１２）ヒブ、小児用肺炎球菌ワクチン接種　　５歳未満

（千円）

「21年度最終予算額」が予算科目「21

予算額」合計と相違

「22年度予算額」が予算科目「22予算

額」合計と相違

事

業

費

特

定

財

源

国庫支出金

起　債

一般財源

県支出金

計  計  計  計   (A)

その他

31-010

　　　　　　　　事業の成果を具体的な数値で表すと（成果指標）

法定予防接種の中の集団接種(通知送付対象)による接種率（％）

高齢者予防接種対象者(通知を送付した数)の接種率

100

61.3

29628

21年度

実績

3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

正規職員所要時間

臨時職員等所要時間

人件費計 (B)

32,923

208,754

19,536

5,000

トータルコスト　Ａ＋Ｂ

　昨今頻繁に改定される法令等により、公費による接種の機会が大幅に短縮される傾向にあり、接種対象児の保護者からは、わかりやすい内容でより多くの情報を出来るだけ早

い段階で提供を受け、適切な時期に確実に接種を受けられる対応が求められている。

92.5

70

3,960

225,749

127,189

A:十分達成

した

B:どちらか

といえば達

成した

C:どちらか

といえばで

きてない

D:ほとんど

達成できて

いない



５　行財政改革の取組内容【経常的事業のみ評価】５　行財政改革の取組内容【経常的事業のみ評価】５　行財政改革の取組内容【経常的事業のみ評価】５　行財政改革の取組内容【経常的事業のみ評価】

６　前期４年間の取組評価(総括)６　前期４年間の取組評価(総括)６　前期４年間の取組評価(総括)６　前期４年間の取組評価(総括)

心身ともに健康であると感じている市民の割合

・接種勧奨の時期や回数の検討。

FALSE

・集団接種実施による委託料の削減（二種混合、ＭＲ混合）

事務事業を統合・分割する必要はありますか ない 対象や意図を修正する必要はありますか

７　「対象」「意図」「結果」の関係の確認７　「対象」「意図」「結果」の関係の確認７　「対象」「意図」「結果」の関係の確認７　「対象」「意図」「結果」の関係の確認

受益者負担の

程度、市が関

与する程度は

適切でしたか

４年間の振

り返り

後期に向

けた課題

・飯田医師会と常に情報交換をし、スムーズに事業が行われるよう配慮した。

・集団接種の際は、各小中学校と連絡を取り合い、学校での適切な接種に配慮した。

・市が実施主体である。

・高齢者予防接種以外は受益者負担なし。

全体を通じて

４年間の振

り返り

・平成20年度～平成24年度に実施されているＭＲ３期について、飯田市では集団接種を実施しているが、県内でも接種率が高く、評

価できると考える。

８　総合評価・次年度の事業の方向性改善の計画８　総合評価・次年度の事業の方向性改善の計画８　総合評価・次年度の事業の方向性改善の計画８　総合評価・次年度の事業の方向性改善の計画

後期に向

けた課題

・近年、予防接種は法改正など変動が激しく対応が大変だが、関係機関と協力し、より良い方法を考え対応していきたい。

行財政改革

の取組区分

【記載不要】

21年度決算と比

べての効果額

(千円)

具体的な

取組事項

【政策的事業のため記載不要】

【記載不要】

効果額説明(算

出根拠）、特殊要

因

【政策的事業のため記載不要】

施策の成果指

標又はムトス

指標

コストを削減す

るためにどの

ような工夫をし

てきましたか

４年間の振

り返り

上位の

施策への

結びつき

上位施策の目

的

市民が心身ともに健康を保つ

この事務事業

は施策の目的

達成にどのよ

うに貢献しまし

たか

４年間の振

り返り

４年間の振

り返り

後期に向

けた課題

ない 成果指標や指標値を修正する必要はありますか

・予防接種率を上げることは、感染症による患者の発生や死亡者の減少をもたらし、市民の健康につながる。

・印刷物の外部委託を行わないなどの検討。

・特になし。

・接種率を上げるための周知方法の検討。

・平成20年度より、高齢者インフルエンザの予診票配布方法を個別郵送に変更したことで、接種率がアップした。

・予防接種システムを整備し、未接種者の把握や接種勧奨を行った。

・これまで同様、飯田医師会と常に情報を共有していく。

ない

４年間

の振り

返り

多様な主体の役割の

発揮状況

①その主体は誰で、

どのような役割を果

たしましたか。

②その主体が役割を

発揮するために、行

政はどのような働き

かけをしてきました

か、又は、配慮してき

ましたか）

後期に向

けた課題

この事務事業

の成果を向上

させるためにど

のような工夫を

してきましたか

後期に向

けた課題

後期に

向けた

課題

目的見直し 事業のやり方改善現状維持休止廃止別事業に統合拡大完了 縮小 目的見直し 事業のやり方改善


